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but	other	real	pleasure,	 "cleverness	 in	 interpretation",	 "to	know	the	culture,	customs	and	 life	at	 the	time",	 "the	stance	
（feeling	of	play）	of	the	problem	preparer".	In	this	paper,	the	author	shows	"cleverness	in	interpretation"	using	examples.	
And	 for	 those	 involved	 in	arithmetic	and	mathematics	education,	we	 think	 that	 it	 is	 important	 to	have	 these	 "real	
pleasure"	as	a	point	of	view.
Key words : Japanese	mathematics，cleverness	in	interpretation，multiple	interpretation
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Ⅲ．お わ り に
1． 本事例検討から見た現在の算数・数学への示唆
　ここでは，算額問題を1問取り上げ，問題の解釈の違いによ
り答えや答えの導き方に違いが現れることを示した． 現在の
算数・数学の教科書や問題集では，解釈の仕方が複数あるよ
うな問題文は，普通はあってはならない．したがって，本稿で
紹介したような問題は，一般的には面倒なものだと考えられが
ちである．しかし，この「複数の解釈」を「『ああでもないこうでも
ない』と考えることができる機会」と積極的に捉えれば，それは
楽しみの対象に変わる．これが，筆者が考える「読み取りの妙」
という「醍醐味」である．
　算額上だけでなく， 現実の場面でも複数の解釈が出てくる
場合は存在する．しかも， 解釈が厳密に1通りしかないはずの
場面でさえそれは出現する． 筆者は長年中学校で数学を教え
てきて，そのような場面は日常茶飯事に見ている．生徒たちは，
立式の間違いや計算間違いの前に，そもそも問題の意味を正し
く読み取れないことがある．彼らはしっかりと問題を読んだ上
で，自分勝手な解釈を行ってしまう．彼らの解釈はとてもバラ
エティに富んでいるので， 教師は彼らがどのような誤解釈をし
たのかを読み取るのに苦労することになる．
　しかし，このような算額の問題（和算の問題）に取り組む中で
なら， 教師はその苦労を「醍醐味」として捉えることができる．
算額の問題と児童・生徒の誤解釈の分析とを同じように考える
わけにはいかないが，すくなくとも問題の解釈に悩む児童・生徒
の気持ちを体験することができる．したがって，「読み取りの妙」
と向き合うという経験は，算数・数学を教える立場の者にとっ
て重要であると筆者は考えている．さらに， 児童・生徒たちに
意図的に複数の解釈ができる問題を与えて取り組ませ，どのよ
うに読み取ったのかを交流するという活動をさせれば，解釈の
仕方によって答えが異なることを知る経験になると考える．
2． 今後の研究課題
　筆者は，現代の私たちが算額問題を取り組む際には，本稿
で扱った「読み取りの妙」を含め，以下の3つの「醍醐味」がある
と考えている． 今後，これらの醍醐味についてさらに事例を
集める必要がある．
　　　・読み取りの妙
　　　・当時の文化，風習，生活がわかる
　　　・出題者のスタンス（遊び感覚）
　なお，本稿で紹介した算額問題には，「読み取りの妙」以外
の醍醐味も見受けられるので，簡単に述べておく．
（1）	当時の文化，風習，生活がわかる
　本稿で採り上げた問題には，「行灯」という当時の照明器具
が登場した．「行灯」を知らないままでは，この問題に取り組む
のは難しい． 当時なら誰もが	「行灯」を知っているだろうが，
現在の児童，生徒で「行灯」を知っている者はまれである．した
がって， 問題に取り組む前に，「行灯」とは何かを調べる必要
がある．また，算額問題には，金銀の両替を扱った問題も多く
存在する．この場合は，当時の貨幣経済についてあらかじめ調
べて知っておかないと解くのが難しい．この「調べる」という作
業が， 算額問題（和算の問題）に取り組む際の「醍醐味」の
一つである．問題を通して，当時の文化，風習，生活に触れ
られるのである注2）．
（2）	出題者のスタンス（遊び心）
　先の「Ⅱ．3.	解釈の変更による新解釈」では，かなり細かく
式変形を見せた．ここまで詳細に示す必要はなかったかもしれ
ない． 筆者がここで示したかったのは，この問題が「かなりの
難題」であるということである． 中学数学の範囲を優に超えて
いる．
　しかし，これほど面倒な計算をしたのにもかかわらず，答えは
きれいな整数になる．出題者が設定した41寸，9寸というのは，
かなり練られた数値であることがわかる．ここに3つめの醍醐
味である	「出題者のスタンス」を見ることができる．「答えを整
数値になるように作問したい」という	「こだわり」は， 現在の数
学教師が作問する際にも通じるものがあり，約180年前の出題
者と気持ちを共有できたような気がする．
「こだわり」という点で言えば，問題に使われた歌にもそれを感
じる．「さみしさに……」は百人一首に7首ある「一字決まり」の1
首である注3）． 上の句の「さ」の1文字を聞いただけで，「いづこ
も同じ……」で始まる下の句の札を決定することができる． 本
来，この問題の冒頭に歌を使いたいのなら，よく知られた秋の
夕暮れ， 秋の夜の歌ならなんでもよいはずである．そこにこの
歌を選ぶあたり，「（一字決まりの歌の札を取るように）この問
題は，すぐにわかりますよ」という出題者の遊び心にあふれた
メッセージであるとも受け取れる．
　川本（1999,p.104）は，日本人がそれほど数学嫌いの民族と
は思えない，むしろ生活の「遊び」あるいは「ゆとり」として無意
識に数学を楽しんでいると述べている．文化，風習，生活を
絡めることで問題はいきいきとする． 出題者のスタンス	（遊び
心）を混ぜることで，問題に個性が満ちあふれる．しかし，現
在の算数・数学の教科書にはこのようなタイプの問題が少ない
ように思えてならない．
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注
注1）算額をつくろうコンクール． 主催：特定非営利活動法人	
　　	和算を普及する会． 算額はテレビのクイズ番組や高校・
　　	大学の入試問題にも採用され，学校教育でも関心を集め
　	　ている．このような数学を昔の人の考えに近い形で考え
　　	工夫し， 表現することも数学を楽しむ大切な要素である	
　　	と考え，毎年コンクールが開催されている．
注2）	このことについては， 小寺（2007,	p.11）が同様のことを	
　　	述べている．
注3）百人一首の歌を上から読んだとき，その歌と他の歌との区
　　	別が可能になる最初の字を「決まり字」という．百首の中
　　	で	「一字決まり」は全部で7首．それぞれの歌の上の句の
　　	1文字目を並べて，「む・す・め・ふ・さ・ほ・せ」と呼ばれて
　　	いる．初心者には，「一字決まり」の歌から覚える人が多
　　	い．
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